











































旧島津氏玉里邸庭園の構成  183097　樋口 実妃 p.15
旧島津氏玉里邸庭園とその歴史 183068　吉満 友美 p.18
黒門と国葬道路   183009　末永 颯汰 p.20
茶室     183087　岩元 涼夏 p.24
水道高桝    193026　坂口 依里菜 p.28
灯篭     183073　久保田 千仁 p.32













































史跡名勝天然記念物 名勝 19580515 鹿児島県 鹿児島市吉野町 31.61841 130.5798
401 3003 知覧麓庭園 史跡名勝天然記念物 名勝 19810223 鹿児島県 南九州市 31.37944 130.4482
401 3291 坊津 史跡名勝天然記念物 名勝 20010129 鹿児島県 南さつま市坊津町 31.2631 130.2148
















































































































・「鹿児島県　国指定名勝「旧島津氏玉里邸庭園」を紹介します」（2020/12/14  19:40 閲覧）
　https://www.pref.kagoshima.jp/ak01/chiiki/kagoshima/takarabako/shiseki/kyushimadushitamazatoteiteien.html
・「鹿児島県　鹿児島（鶴丸）城跡の概要」（2021/2/12  1:03 閲覧）
　https://www.pref.kagoshima.jp/ab24/cms/documents/kagosimajou/gaiyou.html
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か み や た に
屋谷と呼ば
れる所の湧水から直接水を引いていたとされる（図2）31。
31 「名勝旧島津氏玉里邸庭園　―整備事業完了報告書―」ｐ84．18行目～24行目
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図2　玉里邸庭園と紙屋谷
左の丸が玉里邸庭園。
右の丸が紙屋谷の大体の場所。調べても正確な紙屋谷の場所は特定できず，辛うじて紙屋谷というバス
の停留所があることが分かったので，この地図ではその停留所がある近辺が紙屋谷ではないかと推測し，
おおよその目安としてそこを丸で囲った。
2．玉里庭園の高桝
玉里庭園に現存する高桝は3基あり，内2基は下御庭（図3）に，1基は上御庭（図4）にある。玉里庭園
内で一番触れる機会が多い高桝は，下御庭の茶室北側の高桝であると思う。下御庭にあるもう一つの高桝
は少々見つけにくい位置にある。茶室北側の高桝には，内部にセンサーが設置されており，竹筒のある方
の正面に立つと自動で水が一定時間流れてくる。
かなり見にくいが，丸で囲ってあるものが高桝の場所にな
る。
この画像は玉里邸庭園に設置されている看板である。
図4　上御庭
図3　下御庭
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図5　茶室北側の高桝から水が流れる様子
丸で囲っている，竹筒の上の方にある穴の中にセンサーがある。画像では全く見えないが，実際に穴の
中を覗くと見える（図5）。
県内には玉里邸庭園の3基以外にも高桝は存在する。仙厳園の大規模な高桝と，鹿児島市の水道局前に
設置された（玉里邸庭園の高桝と比べると）規模の大きい高桝の2つである。しかし水道局の高桝は文献
によるともともとは玉里邸庭園にあったものを水道局前に設置しなおしたものらしい。しかも，この水道
局前の高桝が玉里邸庭園内にある高桝より規模が大きいことから，玉里邸庭園での給水系統の源ではない
かと考えられている。
図6　水道局前の高桝
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図7　仙厳園の高桝
【参考資料】
・「鹿児島県／国指定名勝「旧島津氏玉里邸庭園」を紹介します」2021/02/04　21：24閲覧
　https://www.pref.kagoshima.jp/ak01/chiiki/kagoshima/takarabako/shiseki/kyushimadushitamazatoteiteien.html
・「藩政時代の水道」2021/02/04　21：47閲覧
　http://www.city.kagoshima.lg.jp/suido/soumu/sdsoumu/gesuido/gaiyo/rekishi/suidoshi/hanse.html
・「七窪水源地の解説シート」2021/02/06　12：30閲覧
　https://committees.jsce.or.jp/heritage/node/5
・「仙厳園（磯庭園）　高ますクチコミ・アクセス営業時間」2021/02/07　12：14閲覧
　https://4travel.jp/dm_shisetsu/11584421
・「かだいおうち―鹿児島城下の水道」2021/02/07　10：27閲覧
　https://www.sci.kagoshima-u.ac.jp/oyo/advanced/engineering/waterworks.html
・「名勝旧島津氏玉里邸庭園－整備事業完了報告書－」鹿児島市教育委員会　平成27年3月
― 32 ―
地域総合研究　第48巻　第 2 号（2021年）
灯篭
 183073　久保田 千仁
旧島津玉里庭園下御庭には，9基の灯籠が確認できる。場所は図1のとおりである。
図1　下御庭内の灯籠の位置（国指定名勝旧島津玉里庭園パンフレットに一部加筆）
①茶室から見て沢の向こう側に立っている灯篭はキリシタン灯篭（織部灯篭）と呼ばれている。
②入り口から池を左に周回した中ごろに獅子の彫刻を載せた山灯籠がある。笠の上に伏せの体制の獅子が
乗っている。
③入り口から池の右手に池の中に笠石に瓦・軒を浮き彫りにした三重石塔型の灯籠が建っている。
④入り口から入って池を右に回り，巨石（磯石）の向こう側池に突き出した陸地に平たく六角形の笠の丸
い透かし彫りの入った火袋の灯籠が設置されている。
⑤池から見て茶室の左側に鹿の模様の入った火袋の灯篭がある。
⑥鶴の池の中の中島の上にも火袋から下の柱がない灯篭がある。
⑦鶴の池の中島と陸地とをつなぐ橋の陸地側に丸い火袋で笠の上に飾りのついた柱の載っている灯篭があ
る。
⑧門から入っての道に蓮の装飾のついた柱の灯篭がある。
⑨庭を入り口河見渡して左奥の木々の中に四つ足の灯篭。
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なお，灯籠の各部の名称は一般的に右の図のようになっている。
図2　台灯籠の各部名称（引用「コトバンク灯籠とは」）
1）旧島津玉里邸庭園のキリシタン灯籠 /織部灯籠（①）
キリシタン灯籠の特徴は火袋と柱の間に丸く膨らんでいる部分に模様のようなものが彫り込まれてい
る。これを左に90度傾けると「Lhq」という文字のようにも見える。
日本に存在するキリシタン灯篭（織部灯篭）にはこのような文字が刻まれている。同じく文字の下，柱
の下部に楕円の空洞の中にある人型はマリア観音とされている。キリシタン灯篭はこのような同じ形式を
とっている。
玉里庭園のキリシタン灯篭の向かって右側面に非常に読みづらいが「錦生舗花　又一重」（二行）と四
字熟語が書かれているように見える。似たような四字熟語に「錦上添花」という言葉がある。錦の上に花
を置くように，美しいものの上に，さらに美しい物を加える。よい上にさらにさらに良いものを添えると
いう意味で，王安石（1021–1086）の「即時詩」32 にある文である。
玉里邸邸園のこの灯篭は「上」の部分が「生」になっているため，錦の上に花が生い茂っているという
ような意味になる。どちらにせよ素晴らしい意味であることに変わりはない。
向かって左側の側面にも文字がある。こちらには「岩松无心　風来吟」（二行）と彫ってある。岩の上
の松は無心で，風が来た時に音を奏でる，無心の境地を意味する禅語である。灯篭に刻まれた文字は織部
灯籠に共通の様式で，茶道の掛け軸などにも使用されている禅語である。
2）「織部灯篭」とは
桃山時代，茶の湯の興隆により，新しく露地が生まれ，夜の茶会の為に露地の明かりとして，古社寺の
石灯籠が利用されるようになり，さらには，茶人の好みのものが新しく創作された。
32 「福島みんなのニュース　今日の四字熟語・故事成語」（2021年2月14日13:15閲覧）fukushima-net.com
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その代表的なものが織部形石灯籠である。竿の円部に，アルファベットを組み合わせた記号を陰刻し，
その下部に立像を浮彫にしている。これを地蔵信仰に似せた隠切支丹の尊像と見て，マリア灯籠や切
支丹灯籠とも言われた。一般的には，桃山時代の茶人，古田織部が創案したものとして，織部灯籠と
よばれている33。
3）「キリシタン灯籠」とは
織部灯籠はキリシタン灯籠とも称される。このキリシタン灯籠とキリシタンが関係していることは立証
されていない。造園用語辞典には，次のようにある。
キリシタン灯籠 （きりしたんとうろう）
33 「織部灯籠」（2021年1月10日19:00閲覧）
http://www.web-uekiya.com/nouen/touro/oribe/t-oribe.htm
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江戸時代のキリスト教が禁じられていた時に，ひっそりと拝まれていた灯籠です。形が十字架に似て
いるので，拝まれたようです34。
辞典にも「…ようです」のように推量の域を出ない記載がされている。
井上章一『南蛮幻想　ユリシーズ伝説と安土城』は，キリシタン灯籠について以下のように述べている。
織部灯籠 / キリシタン灯籠を隠れキリシタンが信仰していたという話が出始めたのは禁教令が発令されて
いた江戸時代からではなく，大正末期からだという。大正末期，早くに話題に上ったのは静岡である。郷
土史家の法月俊介が盛んに言い出し，知られるようになった。初めて全国紙に取り上げられたのは1929年
（昭和4年）。内容は東京目黒行人坂上大聖院（東京都目黒区下目黒3丁目1-3）に妙な形の灯篭があり，こ
れが十字架のように見え，刻まれているのが伴天連の像らしい，というものである。そこから同じ様式を
している灯篭が発見されたとの報告が上がるようになり，ちょっとしたブームになっていたようである。
歴史家の間ではキリシタンとの関連性が否定的であるキリシタン灯籠であるが，造園学界隈では好意的に
受け止められ，同じような様式をした灯籠を作りキリシタン灯籠として石材店などで売られるようになっ
た。
この灯篭がキリシタンと結びつけて考えられていた証拠として，川端康成の『舞姫』や『古都』にキリ
シタン灯籠の描写がある。
キリシタン灯籠は，むかし，キリシタン禁制のころにつくられたものであろう……
むかしは信仰のしるしであったか，むかし異国風の飾りであったかの，キリシタン灯籠が……おかれ
ている。（川端康成『古都』）
このことから一般的にも認知されていたことであろうと考えられる。芹沢光治良の『女にうまれて』で
はマリア灯籠という名称でキリシタン灯籠が登場する。
1930年ごろ，考古学会でキリシタン遺物が多く発見される。キリシタン文学のブームの背景もあり，他
に例を見ない珍しい形である事と，古田織部がバテレンたちと交流を持っていたということからキリシタ
ンに結びつけてしまったのではないかと井上は述べている。
このキリシタン灯籠というものは一般的な灯篭とは少し異なる形をしている。しかし，信仰の対象に
なった論証できるものはないと，『南蛮幻想　ユリシーズ伝説と安土城』では記述されている。
4）「古田織部」とは
1544–1615年，安土桃山・江戸時代前期の茶人。美濃の生まれで，千利休次代の名人で，織部流茶道の
開祖である。豊臣秀吉に仕え，山城国西岡を支配。九州征伐や小田原征伐に従軍している。美濃陶器の織
部焼など茶道に大きな影響を与えている。
5）旧島津氏玉里邸庭園と古田織部・キリシタン灯籠との関係
玉里邸庭園には嘉永4年（1852年）に島津斉興が隠居後に玉里邸庭園に住み，安政6年（1859年）に斉興
の死後は養女勝姫が居住。勝姫は隠れキリシタンであり，秘かに拝んでいたと考える事が出来る。
34 WEBIO 辞書（2021年2月13日3:00閲覧）https://www.weblio.jp/content/%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%82%BF
%E3%83%B3%E7%81%AF%E7%B1%A0
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石造建造物
 183059　白窪　怜
1．亀石
亀石は中国の蓬莱思想で長寿廷年を祈願するため，亀などの長寿の動物を借りてその形を庭に依拠した
ものである。
一つの石で亀を表すこともあるが，玉里邸庭園では亀脚石が置かれ，亀を模している。
2．磯石
高さ2.61m，幅3.2m，奥行1.67m。海浜部（磯）の自然礫を53パーツに分割し，運び込み再構築。搬入後，
再構築の際にはセメント（モルタル）を用いて分割面の接着をしたと伝えられている。（表1・図1参照）
表1　分割された磯石の計測表
引用：鹿児島市教育委員会『名勝旧島津氏玉里邸庭園―整備事業工事完了報告書―』2015年
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図1　磯石平面図・立面図
鹿児島市教育委員会『名勝旧島津氏玉里邸庭園―整備事業工事完了報告書―』2015年
これに類似した庭石が仙巌園にもある。
図2　仙巌園御殿付近にある灯籠
石材の表面には一部「二」や「下」という刻印が刻まれている。庭石本体に刻むという差はあるが岡山
後楽園の「大立石木型」に記された符丁と考えられる墨書きに共通している。符丁は，分割数や石を元に
戻す際の接着面を表す印のこと。
― 39 ―
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分割の際は，矢穴技法でされた。矢穴技法とは石を割る技法の一つ35。
１）セットウと呼ばれる金槌とノミを使い，石に「矢穴」と呼ばれる矢穴を列状にいくつか掘る（図3）。
＊玉里邸庭園の磯石に掘られた矢穴は，幅4.0～5.0cm，矢穴間隔4.0～6.0cm，深さ４.5～5..5cm となっ
ている。
２）矢と呼ばれる鉄製で楔状の道具を矢穴に差し込みゲンノウで叩くことで，徐々に石に矢が食い込んで
いく。
３）ある程度食い込むと医師に亀裂が発生し，一気に割れる。テコを使い割れ目を押し広げる。
図3　仙巌園御殿付近にある灯籠。囲まれている部分が矢穴の跡になる。
「元禄四年（1691年）に岡山後楽園に運び込むように命令が下った『大立石』を140～150年後に見た斉
興が感銘を受け薩摩地において真似たのではないか」36 と予察されている。
「大立石」とは岡山後楽園にある庭石で，巨大な自然石をあえて矢穴技法により92分割し，再構築をし
て庭園に設置されたもの。後楽園には同じ方法で設置された「烏帽子岩」も存在する。烏帽子岩は36分割
されている。
３．三橋様式の橋
三橋様式は中国の「虎
こけいさんしょう
渓三笑」という故事からきている。「虎渓三笑」は『廬
ろ
山
ざん
記
き
』叙山北の一部に記
載されている。「虎渓三笑」は，慧
え
遠
おん
法師が廬山にいた時訪ねて来た陶
とう
淵
えん
明
めい
と陸修静を送りながら話して
いたら，話に夢中になり日頃渡るのを避けていた虎渓を過ぎてしまい，虎の声を聞き初めて気がつき三人
で大笑いをしたという話である。
廬山の虎渓の石橋には三教融合の逸話があることや，廬山の石橋で有名なものに三石梁というものがあ
り，三石梁は滝の名称であるが昔は3つの石を渡した橋であると考えられていた。その事から三橋様式と
「虎渓三笑」は関連したと考えられている。
35 以下の動画を参考にした。
「石工が挑戦する矢穴技法　18分版」https://youtu.be/YmSAXXLHNoc
「石工が挑戦する矢穴技法　3分版」https://youtu.be/VMrBRm4T2bY
36 三瓶裕司「岡山後楽園所在の「大立石」について（第３報）」『日本情報考古学会公演論文集』　Vol.23，2020年３月
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図4　国立国会図書館所蔵『廬山記五巻圖一巻』
なお，旧島津氏玉里邸庭園では橋脚石を据えて，その上に薄い板石を三枚継ぎにして架け渡している。
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